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図 1-1 鬼が島遠景（2010 年 7 月 22 日撮影、香
川県高松市女木島） 
 









































図 1-3 カワンドノサン 
 









































図 1-5 河童まつり（2013 年 8 月 8 日、福岡
県久留米市田主丸） 
 









































図 1-7 北海道三景之碑（2013 年

















も進められていくことになる。1915（大正 4）年には、資本金 30 万円で「定山渓鉄道株式
会社」が設立された。 

































































表 1-1 定山渓かっぱ祭りの変遷 
開催年月日 事業費（円） 概要および地域概況 
1965 年 8 月 6—8 日 9,284,000 札幌市出身の漫画家、おおば比呂司のアイディアによって「定山
渓かっぱ祭り」が始まる。かっぱ音頭が発表され、かっぱ大群舞
パレード初披露。 
1966 年 8 月 5—7 日 6,104,000 かっぱ大群舞パレード、熊本県人吉市と交流。 
1967 年 8 月 4—6 日 5,505,000 かっぱ大群舞パレード、人吉市、小林、耶馬溪からかっぱ祭りの
代表が訪れる。 
1968 年 8 月 3—4 日 4,439,000 かっぱ大群舞パレード。札幌市創建百周年記念行事などが開催さ
れ、札幌が観光ブームに沸く。 
1969 年 8 月 4—5 日 4,698,000 かっぱ大群舞パレード、かっぱ大王入魂式が行われ、現在のかっ
ぱ大王像が設置される。また、この年の 10 月 31 日に定山渓鉄
道が廃止され、国道 230 号全線開通。 
1970 年 8 月 4—5 日 3,005,000 かっぱ大群舞パレード、全国民謡ショー 
1971 年 8 月 4—5 日 3,234,000 かっぱ大群舞パレード 
1972 年 8 月 4—5 日 3,086,000 かっぱ大群舞パレード。第 11 回冬季オリンピック札幌大会が開
催される。札幌市が政令指定都市になる。豊平峡ダムが完成。 
1973 年 8 月 4—5 日 4,794,000 かっぱ大群舞パレード。この年の 5 月 17 日に有馬温泉との提携
書に調印された。 
1974 年 8 月 4—5 日 7,053,000 かっぱ大群舞パレード 
1975 年 8 月 4—5 日 7,528,000 かっぱ大群舞パレード、 
1976 年 8 月 4—5 日 6,967,000 かっぱ大群舞パレード、 
1977 年 8 月 5—6 日 4,314,000 かっぱ大群舞パレード、民謡まつり、ロックフェスティバル 
1978 年 8 月 5—6 日 5,139,000 かっぱ大群舞パレード、ジャンボヒーローフェスティバル。朝里
岳に札幌国際スキー場がオープン。 
1979 年 8 月 4—5 日 4,025,000 かっぱ大群舞パレード 
1980 年 8 月 2—3 日 10,420,000 かっぱ大群舞パレード、マラソン大会、川下り大会ほか。この頃
から、スポーツ関連のイベントが活性化する。 
1981 年 8 月 8—9 日 4,844,000 かっぱ大群舞パレード、マラソン大会、オリエンテーリング大会
ほか。 
1982 年 8 月 7—8 日 9,442,000 かっぱ大群舞パレード、マラソン大会、にじます釣り大会ほか。 
1983 年 8 月 6—7 日 9,196,000 かっぱ大群舞パレード、マラソン大会、にじます釣り大会ほか。 
1984 年 7 月 28 日－




1985 年 7 月 27 日－




1986 年 7 月 26 日－




1987 年 8 月 5—9 日 15,145,000 定山渓かっぱ祭りに改称。火おどりは廃止し、かっぱ大群舞が行
われる。マラソン大会、ゲートボール大会、小金湯ゴールドフェ
スティバルほか。 
1988 年 8 月 3—7 日 17,226,000 かっぱ大群舞パレード、マラソン大会、ゲートボール大会、小金
湯ゴールドフェスティバルほか。 





図 1-10 定山渓かっぱ祭りの様子 画像提供：定
山渓温泉観光協会 
1990 年 8 月 1—5 日 13,458,000 かっぱ大群舞パレード、マラソン大会、小金湯ゴールドフェステ
ィバルほか。 




1992 年 8 月 1—2 日 14,827,000 かっぱ大群舞パレード、川下り大会、小金湯ゴールドフェスティ
バル、メルヘンかっぱオリエンテーリングほか。 
1993 年 8 月 2—3 日 14,980,000 かっぱ大群舞パレード、パークゴルフ大会、小金湯ゴールドフェ
スティバル、メルヘンかっぱオリエンテーリングほか。 
1994 年 8 月 1—2 日 19,074,000 かっぱ大群舞パレード、小金湯ゴールドフェスティバル、メルヘ
ンかっぱオリエンテーリングほか。河童サミットが開催される。 
1995 年 8 月 1—2 日 13,713,000 かっぱ大群舞にあわせてよさこいが実施される。小金湯ゴールド
フェスティバル、メルヘンかっぱオリエンテーリングほか。 
1996 年 8 月 1—2 日 13,661,000 かっぱ大群舞＆よさこい、小金湯ゴールドフェスティバル、メル
ヘンかっぱオリエンテーリング、健康と文化教養講座ほか。開湯
130 年を記念して、「温泉健康保養地宣言」を発表。 
1997 年 8 月 1—2 日 11,474,000 かっぱ大群舞＆よさこい、小金湯ゴールドフェスティバル、メル
ヘンかっぱオリエンテーリング、健康と文化教養講座ほか。 
1998 年 8 月 1—2 日 4,642,000 トレイルフェスティバル 
1999 年 8 月 1—2 日 3,779,000 かっぱ大群舞＆よさこい 
2000 年 8 月 1—2 日 3,547,000 かっぱ大群舞＆よさこい 
2001 年 8 月 1—2 日 2,913,000 かっぱ大群舞＆よさこい。「かっぱ家族の願かけ手湯」が完成。 
2002 年 8 月 3—4 日 2,813,000 かっぱ大群舞＆よさこい、湯けむり太鼓共演。「長寿と健康の足
つぼの湯」が完成。 
2003 年 8 月 2—3 日 2,345,000 かっぱ大群舞＆よさこい、かっぱ市。「足のふれあい太郎の湯」
が完成。 
2004 年 8 月 5—6 日 3,773,000 かっぱ大群舞＆よさこい、かっぱ市 
2005 年 8月 5—10日 904,000 定山生誕 200 年記念式典、源泉公園オープニング。この年をもっ
て、かっぱ祭りは休止する。 
 



























































 1960 年代から 70 年代にかけては、高度経済成長による都市化と対比されるように、日











寺ふるさと村」（以上、1974 年 4 月）「石火矢町ふるさと村」「吹屋ふるさと村」（1974 年

















































































































































年、124 頁、（第 16 図 遠野盆地民俗博物公園構想） 
 
図 1-11 カッパ淵で来訪者の対応をするまぶ













































































表 1-3 ミニ独立国の建国状況 
独立国名 所在地 建国年月 特徴 
自然の国 長崎県西海町 1972 年 7 月 自然を相手に自給自足の生活をしながらユー
トピアを目指して建国。1976 年 1 月に憲法も
制定されている。 




新邪馬台国 大分県宇佐市 1977 年 8 月 1976年 10月に結成された新邪馬台国建設公団
によって、「邪馬台国」に名を借りたまちおこ
し運動。通貨単位は「シャーマ」。1983 年 4 月
には、全国のミニ独立国を一堂に会して「第一
回後進国首脳会議（USA サミット）」を開催。 










1982 年 4 月 二本松駅が新幹線の通過駅になってしまった
ことに不安を抱いた温泉地が独立を宣言。通貨
単位は「コスモ」。 
吉里吉里国 岩手県大槌町 1982 年 6 月 井上ひさしの小説『吉里吉里人』に想を得て、
大槌町観光協会によって 1981 年に「吉里吉里
国賢人会議」が開かれる。 
マンガ王国 長野県白馬村 1982 年 7 月 1932 年に結成された「漫画集団（新漫画派集
団から改称）」の結成 50 年を祈念して開国。 
かに王国 兵庫県城崎町 1982年 11月 松葉カニが水揚げされる城崎温泉にて、町のイ
メージを高めるために建国。 
阿波邪馬壱国 徳島県徳島市 1983 年 1 月 邪馬台国論争が高まる中、徳島に邪馬台国があ
ったと打ち出し、観光目的で建国。 











1983 年 4 月 若者（バカモノ）による若者（バカモノ）のた
めの国づくりを目指して建国。 
アルコール共和国 新潟県真野町 1983 年 4 月 地区内にある4か所の蔵元を見学するツアーの
開催がきっかけとなって建国。通貨単位は
「ALCO」。 
















1983 年 5 月 城下町としての歴史を背景に、地域の活性化と
芦ノ牧温泉の関連産業の振興を図るため、温泉
組合長を藩主に建国。 








サンテラス共和国 静岡県清水市 1983 年 7 月 国道 1 号沿いの商業施設「ユニーサンテラス駿
東店」に入っているテナントが協力して建国。
通貨単位は「TERRACE」。 




北海道上士幌町 1983 年 8 月 1974 年に始まった熱気球フェスティバルの十
周年記念。大統領は赤塚不二夫。 
青空共和国 滋賀県栗東町 1983 年 8 月 1980 年から心身障害児を対象とする療養キャ
ンプをもとに期間限定で開国。通貨単位は「キ
ャン」。 
秋田カエル村 秋田県西仙北町 1983年 10月 現代生活を省みて、もっと自然にカエル、今の
生活をカエルことを目指す。 
さんさい共和国 新潟県入広瀬村 1983年 10月 1981 年に始まったふるさと会員制度「ふるさ
と入広瀬村の会」を母体に、山菜による地域振
興を目指して建国。 
対馬ヒオウギ王国 長崎県美津島町 1983年 11月 対馬の中央にある浅茅湾で産出されるヒオウ
ギ貝を特産品として売り出すことを目指して
建国。 



















1984 年 1 月 上越新幹線の開業、関越自動車道、北陸自動車
道の開通によって、沿線が恩恵を受ける一方
で、ますます過疎化が進行することに危機感を
覚えた 6 町村が連邦制を布いた。 
なかしべつ・ゆ
う・もあ王国 
北海道中標津町 1984 年 2 月 1963 年に結成された「ゆう、もあ、くらぶ」
の活性化を図るため、シンクタンクとして独立
宣言。 
LINAHA・リナハ 沖縄県竹富町 1984 年 2 月 Last Island in Natural And Healthy 
Atmosphere の頭文字をとって命名。無人島と
なった内離島と外離島が領土。 












富山県滑川市 1984 年 5 月 滑川商工会議所の青年部会によって、「N－
AMERIKA－WA」という言葉遊びから建国。 
オリーブ王国 香川県小豆島 1984 年 7 月 本州四国間の架橋ルートから外れた小豆島が、
海を渡らなければ行けない観光地を発信する
ために独立。 
ラヂウム共和国 福島県石川町 1984 年 8 月 ラヂウムを含む温泉が湧出することから、「ラ
ヂウム米」の販売をはじめ、ふるさとを見直す
運動として展開。通貨単位は「DAPPE」。 





1984 年 8 月 星和地所と星和住宅の共同で、マンション団地
「星和プラネタウン千里南」の入居者を国民と
する独立国。 


















ばれる組織が創設されている。1988 年 9 月 9 日には、河童連邦共和国が結成されているの
だが、以下に示す表は各地で開かれた「かっぱ村」をまとめたものである。 
 
表 1-4 全国のかっぱ村 
村名 所在地 開村年 特徴 
旭川かっぱ村 北海道旭川市 1985年 6月 旭川市商工部、商工会議所、商工会議所、観光
協会の協力を得て開村。 





新治かっぱ村 群馬県新治   
川越かっぱ村 埼玉県川越市 1989年 5月  
浅草かっぱ村 東京都台東区 1988年 かっぱ橋本通り商店街を中心とする「一店一か
っぱ運動」を展開。 
上野かっぱ村 東京都台東区   
利根川かっぱ村 利根川流域 1988年 9月 河童連邦共和国の建国と同時に発足。 
駒ヶ根天竜かっぱ
村 
長野県   
越前かっぱ村 福井県 1989年 木村捷一を村長に、木村病院の職員によって組
織。 
奥飛騨かっぱ村 岐阜県   
みの河童村 岐阜県 1990年 6月 1989 年に開催された第二回びわ湖サミット開
催をきっかけに揖斐川水系で発足。揖斐川町で
は 1962年に「カッパ祭り」を復活している。 
藤橋かっぱ村 岐阜県 1989年 10月 古くから地域に伝わる河童伝説を具象化する
ために河童大明神を祀ったことから活動が始
まる。 
熱海かっぱ村 静岡県熱海市   




紀泉かっぱ村 大阪府堺市 1990年 4月 1990年 4月に「堺かっぱ村」に改称。河童研究
家の和田寛が村長を務める。 
明石かっぱ村 兵庫県明石市   
八代・河童共和国 熊本県八代市 1988年 2月 1987 年 6 月に建国の呼びかけ。「河童九千坊」
の伝承を活かした町おこしと水環境擁護、親水
思想の普及を行う。 






























表 1-5 「ふるさと創生事業」における 1 億円の使途に関する調査 





図 1-13 鬼のモニュメント（2008 年 7 月
15 日撮影、京都府大江町） 
 
図 1-14 鬼の交流博物館（2008 年 7 月 15
日撮影、京都府大江町） 
 









































































に 6 体の妖怪ブロンズ像を設置することができた。翌年には 17 体が追加され、少しずつ地
域の妖怪色も高まっていった。その後、JR 西日本の境線に鬼太郎列車が運行されるなど、
行政だけではなく民間事業者による協力も追随していくことになる。実質的に、境港への





表 1-6 鳥取県境港市における妖怪文化を活用したまちづくりの動向 
西暦 まちづくりの動向 入込客数 




1992 妖怪ブロンズ像の設置開始（6 体設置）  




1994 妖怪ブロンズ像追加で 17 体設置  
1995 妖怪ブロンズ像追加で 31 体設置 297,680 
1996 妖怪ブロンズ像追加で 9 体設置 
8 月に水木しげるロード完成式 
380,344 
1997  467,572 
1998  463,185 
1999  435,866 
2000 妖怪神社開設 610,311 
2001  603,414 
2002  614,555 
2003 水木しげる記念館開館 854,474 
2004 妖怪ブロンズ像増設公募 779,364 






2007  1,478,330 
2008  1,721,725 
2009 ハイ・サービス日本 300 選選出 1,574,710 
2010 NHK の連続テレビドラマ小説で「ゲゲゲの女房」が放送される 3,724,196 
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表 1-7 実施主体と活用形態による妖怪文化の現代的活用の分類 
   行政主導型 地域住民主導型 
特徴：ハード整備を伴う場合が多い。
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表 2-1 鵺出現年表 
西暦 和暦 できごと 
905年 
 








1144年 天養元年 6月 18日、鵼が鳴く（台記）。 
1153年 
 
仁平 3年 4 月、毎夜、鵼という化鳥、宮中にあらわれ、源頼政、帝命によっ
て、これを退治した（平家物語）。 
1212年 建暦 2年 8月 7日、西方で鵼が鳴いた（玉菜）。 
1231年 寛喜 3年 4月 8日、鵼があらわる（吾妻鏡）。 
1240年 
 
延応 2年 4月 8日、前武州御亭で鵼が鳴いたので 9日に百怪祭をおこなう（吾
妻鏡）。 
1333年 元弘 3年 7月、紫宸殿上で鵼が鳴く（太平記）。 
1416年 
 






安永 3年 4 月、京都御所の屋根に手車をひくような声で、鵼が鳴いた（閑窻
自語）。 




















































































































































表 2-2 鵺の表象の諸本比較 
  頭 胴 腹 手足 尾 鳴き声  
流布本 猿 狸  虎 蛇 鵺に似る 怪獣性がある 
十訓抄 ちいさき鳥 鵺 怪獣性はない 
百二十句本 鵺といふ怪鳥 鵺に似る 怪獣性はない 
源平闘錚録 猿 狸 蛇 猫 狐 鵺 怪獣性がある 
屋代本 鵺と云鳥 鵺 怪獣性はない 
長門本 怪鳥  怪獣性はない 




































































図 2-4 海北友雪「頼政怪獣退治図」1635（寛永 12）
年、清水寺蔵 
 
































図 2-7 『扁額軌範』二編巻之上、文政 4（1821）年 
 
 











































































































図 2-14 『東京パック』9 巻 6 号、東京パック社、
1913 年 2 月発行、国立国会図書館蔵 
 
図 2-15 『古今百物語評判』巻四、






















































































1926（大正 15）年 2 月に本郷座で上演された「顔揃大歌舞
伎」の序章を飾った大薩摩連中による「鵺退治」では、鵺
退治に成功した頼政が、菖蒲御前と結ばれる場面までを描























ブームなどを背景に 1960 年代以降に出版された妖怪図鑑の常連となっていった。1966 年
に発行された『怪獣大図鑑』に選ばれていることからも、鵺が怪獣として認識されている


















































































































































































図 2-23 「ぬえ塚」『芦分船』 
 
図 2-24 宝塚大歌劇星組 舞踊劇 舞台写真（第






















































にかゝりし 月かげを／のせて流るる 空船／末はいずこの 瀬にうかぶ70」という唄から始
まるこの幕では、頼政と従者の早太が葭原で一人の女と出会う。この女を怪しんだ頼政が
鵺退治の褒美で賜った「獅子王の剣」を突きつけると、空船が現れ、女が正体をあらわす。
「されど頼政 少しも屈せず／切立て 切立て なぎ立てれば／さしもの妖怪 敵わじと／雲






















































































































































































































































































































































図 2-29 鵺ばらい祭り（1970年 1月 28日）
伊豆長岡町役場（編集発行）『町報伊豆長岡』
第 81 号、1970 年 2 月 20 日 
 
図 2-30 鵺ばらい祭り（1979 年 1 月 28 日）
伊豆長岡町役場（編集発行）『広報伊豆長岡』







































































































































対する回答では、「こわい」（47 件）、「気持ち悪い」（42 件）、「暗い」（39 件）、「わからな
い」（36 件）、「古い」（35 件）、「危ない」（31 件）、「いない」「強い」（26 件）、「醜い」（23
件）、「きたない」（22 件）といった言葉が選ばれている。一方、回答の少なかった選択肢と






表 2-3 質問１に対する回答結果 
   1 年生 2 年生 3 年生 合計 
興味がある ３ ９ １０ ２２ 
どちらかというと興味がある １２ ５ ８ ２５ 
どちらかというと興味はない ８ ４ ８ ２０ 





























表 2-5 知っている妖怪の名前を挙げる質問項目に対する回答結果（自由記述／回答数上位 20 位まで） 
 
 


















表 2-7 鵺について知っていることやその情報源に関する回答結果 
名前 特徴 情報源 












ぬえ 頭がさるで体がトラでしっぽがへびの妖怪 お祭り、おばあちゃんからきいた 
ぬえ 頭がとらで体はさるでしっぽがへび   
ぬえ 何種類かの動物の体の一部がある。 学校の勉強で知った。（小学校） 
ぬえ 頭がさるで、体がとらで、しっぽがへび 学校行事にあるので 
ぬえ 頭がサル、体がとら、しっぽがヘビ 小学校で話をうけた 
ぬえ 顔がさるで体がとらでしっぽがへび ぬえばらいまつり 
ぬえ   学校 イベント 
ぬえ 顔さる 体トラ 尾ヘビ 学校 
ぬえ トラとヘビとサルがまざったもの 小学校でしった 
ぬえ しっぽがへびで体がとら 地域のシンボルみたいになっているから。 
鵺 顔がサル、体がトラ、しっほがヘビ 本など。 






ぬえ へび、さる、トラ 何か知ってた 
ぬえ 頭・・・さる 胴・・・とら 尾・・・へび テレビ（忍たま乱太郎） 
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ぬえ しっぽはへび あたま（さる） からだはと
らのばけもの 
ぬえばらいまつりでしった。 
ぬえ   地域にぬえたいじの行事があるから 
ぬえ   父がしょうこうさいのやくいんでそのような
しごとをしているから 
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佐藤有文と同時代で活動した山田野理夫は、1960 年代から 70 年代にかけて怪談作家と
して著作を発表している。山田は、『怪談の世界』のあとがきの中で「民俗学・文学の融合、
そしてその底流に美意識を汲み取って頂ける」ことを目的として掲げている26。山田野理夫









  茨城県の野田元斎という医者がわいらのすがたをみた。 
  わいらは土をさくさくにぎって、モグラをたべていたという。 


































































1966 年 3 月 20 日付の『週刊少年マガジン』では、「深夜の墓場にあつまる妖怪たち」の
中に「徳島県の山おくにいるおばけ」として「子なきじじい」が登場する34。ここでは、読






当時の『週刊少年マガジン』はマンガ雑誌としての成長期にあり、1966 年 12 月 24 日発














































表 3-1 妖怪図鑑における「こなきじじい」の掲載状況 
書名 編著者名 出版年 出版社 表記 備考 
日本妖怪大全 水木しげる 1968 年 講談社 こなき爺 四国地方 
※週刊少年マガジン
臨時増刊として発行 
日本妖怪図鑑 佐藤有文 1972 年 立風書房 子泣きじじい 徳島県 
ふるさとの妖
怪考 












山田野理夫 1976 年 太平出版社 子なきじじ 徳島県 
妖怪大全科 佐藤有文 1980 年 秋田書店 子泣きじじい 四国地方の山奥 
妖怪・幽霊大百
科 
長潟謙彰（編） 1982 年 勁文社 コナキジジ 深い山の中 
日本の妖怪な
ぞとふしぎ 
佐藤有文 1983 年  こなきじじい  
日本の妖怪大
図鑑 

























1993 年 学習研究社   
【妖怪】の謎と
暗号 
歴史の謎研究会 1997 年 青春出版社 こなきじじい 徳島県 
妖怪の本  1999 年 学習研究社 子泣き爺 徳島県 
百鬼夜行解体
新書 



















































過報告」によれば、1999 年 10 月に多喜田昌裕が児啼爺の伝承者に像の建立を提案し、設




















































































































































         １階                       2 階 
 
図 3-6 妖怪屋敷と石の博物館平面図 
 
この大規模なリニューアルの背景には入館者数の減少に対する危惧を挙げることができ































表 3-2 石の博物館・妖怪屋敷入館者数の推移 
 
 
2010 年 11 月 22 日と 23 日に実施した来館者調査では、有効回答数 23 件のうち、来館者
の居住地域による割合は三好市内からの来館者が 1 件、三好市外で徳島県内在住の来館者
が 5 件、徳島県外からの来館者が 17 件（内訳は香川 6 件、愛媛 2 件、高知 1 件、兵庫 3 件、

















































































年の、ここに書いてございますけれども、8 月の 2 日にこの事件がありましたので、ま








































































ようなものなのだろうか。例えば、地域にある K小学校では、2004 年度（2004 年 4 月-2005






































































表 3—4 小学校の周りにいる妖怪の名前を挙げる質問項目に対する回答結果 
 
 
こうしたアンケートを踏まえ、2011 年 10 月 14 日に妖怪図鑑を作成するワークショップ
を実施した。地域の妖怪を伝えることを目標に掲げたこの学習活動では、ワークシートに
妖怪の絵と説明を記入するという手法をとった。その結果、「こなきじじい」2 点、「エンコ」
2 点、「夜行さん75」2 点、「大蛇」2 点、「龍神」1 点、「一つ目入道」3 点、「犬神」1 点、「烏




表 3-5 ワークショップで描かれた妖怪たち 







































































































































































































































































































て風のように去るこの巨人の恐ろしいいたずらに 6 人の村人と犬 4 匹が犠牲となった
時のことであった。 
  「わしが退治申そう」 
















図 3-13 山伏を祀るヒジリゴウサン 
しい姿を発見した。村人は今は仏となった 2 人を同じ塚に埋め白い丸ごろ石を供えて
祭った。それからは歩危の里には平和な日がかえってきた。 











































でも、4 月 14 日と 10 月 14 日に氏神の祭礼が行われる際には、「ヒジリ神社」でもお祀り
がなされている89。 
では、水無集落における伝承はどのように残されてきた
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ます。2 月 3 月頃になく 
 
A-5 雪の降る夜はきつねやたぬきのなきごえはきいてました。私の生れた家は山のちかく  





































































































図 4—5 ガオのお札 
 


























んでいる。金ケ崎町（人口 16,219 人／内 65




































































































幽霊・化け物・妖怪画展は、2013 年までに計 8 回開催されており、これまでに累計出展
者 25 名によって 93 点の作品が発表されている。出展者 25 名のうち、金ケ崎町内出身者が
10 名、金ケ崎町外岩手県内出身者が 10 名、県外出身者が 5 名である。また、出展時の居
















図 4-10 《黒沢の早朝お化け 悪羽妖》2010
年 
た地域の記憶が可視化されている点は注目に値する。例えば、2010 年に開催された第 5 回
展に出展された《黒沢の早朝お化け 悪羽妖》は、金ケ崎に住む住民が目撃したお化けとし





































図 4-11 《鬼石首の爪》2013 年 
その後、大工が深い森をさまよっていたところ、遠くから「寝ろてばや 寝ろてばや／














































































































































るこの企画は、初回の 2005 年と二回目の 2006 年は、公募による自由参加型の美術展の形































































表 4-2 鶴見俊輔『限界芸術論』における「芸術の体系」 
芸術のレヴェル 
行動の種類 



































































表 4-3 芸術分類と社会的公的投資の関係（加藤種男 1999.12、配布資料より） 




















































図 4-14 サントピア通り de ワシントン祭り


























































































表 4-4 アートプロジェクトと妖怪伝承の比較 
アートプロジェクト  妖怪伝承 



















































































表 4-5 千住七不思議 













































































































図 4-15 首切り地蔵（2012 年 8
月 27 日撮影、荒川区南千住） 
 
図 4-16 『江戸名所図会』1836（天保 7）年 
南千住として、それぞれが足立区と荒川区に属している。なお、現在の南千住は、荒川区































































































































成果物として、『汐入の民俗』（昭和 62 年度）、『尾久の民俗』（平成 2 年度）、『町屋の民俗』












図 4-20 まち歩きの様子（2013 年 6 月 22 日） 
 
図 4-19 レクチャーの様子（2013 年 5 月 18 日） 
























































表 4-6 各回の活動概要 
活動日 参加者数 行程 
2012 年 10 月 27 日 10 名 14:00南千住駅集合→14:10大黒湯着→14:45大黒湯発～仲通り商店
街～豊川稲荷～小塚原刑場～コツ通り～栗本商店→16:00 南千住第
二中学校着～妖怪絵巻編集会議→17:00 解散 




2012 年 12 月 8 日 10 名 14:00南千住集合→14:15汐入小学校着→14:55汐入小学校発～水門
跡～お地蔵さん～隅田川沿い～水神大橋～カミソリ堤防～高田家鬼
瓦→16:15 汐入小学校帰着～ 妖怪絵巻編集会議→17:00 解散 
2013 年 1 月 14 日 8 名 13:00 南千住図書館集合→13:30 妖怪調査→16:00 解散 
2013 年 2 月 23 日 8 名 13:00 南千住図書館集合→13:45 南千住図書館発～天王裏公園～熊
野神社～山王神社～歯痛祠～15:20 南千住図書館着→16:00 解散 
2013 年 3 月 20 日 15 名 14:00南千住駅集合→14:20汐入着→14:45妖怪まち歩き～水神大橋
～梅若塚（木母寺）～隅田川神社→16:15 妖怪絵巻編集会議→17:00
解散 
2013 年 5 月 18 日 11 名 14:00南千住駅集合→14:10南千住図書館着→14:40南千住図書館発
～千住大橋～橋戸稲荷神社～足立市場～やっちゃ場緑道～やっちゃ
場跡～河原町稲荷神社→16:15 妖怪絵巻編集会議→17:00 解散 
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2013 年 6 月 22 日 16 名 14:00南千住駅集合→14:10大黒湯着→14:30大黒湯発～首切り地蔵
～泪橋～浄閑寺～常磐線ガード下～仲通り商店街～大黒湯着→
16:15 妖怪絵巻編集会議→17:00 解散 
2013 年 7 月 15 日 9 名 14:00南千住駅集合→14:10南千住ふれあい館着→14:30南千住ふれ
あい館発～隅田川駅～汐入親水公園～石浜神社～汐入ふれあい館着
→16:15 妖怪絵巻編集会議→17:00 解散 
 





























商店  7 
アーケード  2 民家 5 

















図 4-21 隅田川神社の赤いイカリ（2013 年 3






































































































表 4-8 プロジェクトにおける創作妖怪の分類 













































































図 4-22 参加者 E のワークシート 
 



























 その後も、参加者 E は度々このワークショ
ップに参加しているのだが、「泪橋から山谷あ
























































































































3 八日市市商店会連盟主催、平成 13年度開市記念祭「八日市は妖怪地」序章のチラシより引用。 
4 ほない会への聞き取り調査より引用。 











りを求めて 20年』岩手県金ケ崎町、1999 年、97頁。 
11 なお、1979年 4月には静岡県掛川市において「生涯学習都市宣言」が決議されているが、金
ケ崎の宣言も全国に先駆けたものであった。 





15 「岩手日報」2002年 11月 15 日（千葉周秋『もっこくっぞ―金ケ崎の不思議所 化物 伝承人』
くらしと文化を記録する会、2003年、39頁所収） 
16 2012年 6月 8日に大松沢家住宅で実施した聞き取り調査より引用。 
17 千手鯛鰍『幽霊・化け物・妖怪画集 其乃参』金ケ崎まちづくり研究会、2008年。 
18 聞き取り調査より引用。 
19 佐藤秀昭（編）『岩手民話伝説事典』岩手出版、1988年。 
20 2012年 8月 18 日に大松沢家住宅で開催された「幽霊・化け物・妖怪会議」における作者の発
言より引用。 
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者の発言より引用。 
23 2012年 6月 8日に実施した聞き取り調査より引用。 
24 越後妻有大地の芸術祭実行員会（編集発行）、前掲書、19頁。 
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39 拙論「コミュニティ型アートプロジェクトのその後－「小料理喫茶ワシントン」をめぐる生
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40 イーフー・トゥアン（著）小野有五、阿部一（訳）『トポフィリア 人間と環境』筑摩書房、
2008年（原著 1974 年）、179 頁。 
41 特定非営利活動法人 BEPPU PROJECT『混浴温泉世界 場所とアートの魔術性』2010 年、14 頁。 
42 同上、42頁。 







47 加藤種男「アート NPO の可能性と課題」萩原康子、熊倉純子（編）『社会とアートのえんむす




50 末広恭雄『魚と伝説』新潮社、1964年、89-92 頁。 
51 荒川区教育委員会（編集発行）『南千住の民俗』1996 年、209頁。 




たかは疑問の残る説ではある（『金ヶ崎町史 ３ 近・現代』岩手県金ヶ崎町、2006 年、9 頁。 
54 宮田登『歴史と民俗のあいだ 海と都市の視点から』吉川弘文館、1996年、158 頁。 
55 宮尾しげを（監修）『東京都名所図会 北郊之部』睦書房、1969年、5頁。 
56 北豊島郡農会（編集発行）『北豊島郡史』1918年、317 頁。 
57 荒川区役所（編集発行）『新修荒川区史 下』1955年、1045頁。 
182 
 
                                                                                                                                                     
58 荒川区民俗調査団『南千住の民俗』東京都荒川区教育委員会、1996 年、208 頁。 
59『三の輪町史』1968年、112 頁。 





64 『江戸東京学事典 新装版』三省堂、2003 年、159頁。 







































































































































































































図 0-1 妖怪文化の創造と伝承と活用のモデル 筆者作成 
 
第１章 
図 1-1 鬼が島遠景（2010年 7月 22日撮影、香川県高松市女木島） 
図 1-2 鬼ケ島謎の洞窟出口（2010年 7月 22日撮影、香川県高松市女木島） 
図 1-3 カワンドノサン 画像提供：田主丸河童族 
図 1-4 ２８河童（2013年 8月 8日撮影、福岡県久留米市田主丸） 
図 1-5 河童まつり（2013年 8月 8日、福岡県久留米市田主丸） 
図 1-6 JR田主丸駅（2013年 8月 8日撮影、福岡県久留米市田主丸） 
図 1-7 北海道三景之碑（2013年 10月 5日撮影、北海道札幌市） 
図 1-8 二見吊橋から展望した豊平川のかっぱ渕（2013年 10月 5日撮影、北海道札幌市定山渓温泉） 
図 1-9 かっぱ大王（2013年 10月 5日撮影、北海道札幌市定山渓温泉） 
図 1-10 定山渓かっぱ祭りの様子 画像提供：定山渓温泉観光協会 
図 1-11 カッパ淵で来訪者の対応をするまぶりっと（2013年 8月 13日撮影、岩手県遠野市） 
図 1-12 遠野盆地民俗博物公園構想 出典：遠野市新基本計画策定委員会、遠野市企画財政課（編）『遠
野市総合計画』遠野市、1981年、124頁、（第 16図 遠野盆地民俗博物公園構想） 
図 1-13 鬼のモニュメント（2008年 7月 15日撮影、京都府大江町） 
図 1-14 鬼の交流博物館（2008年 7月 15日撮影、京都府大江町） 
図 1-15 北上市立鬼の館（2012年 6月 8日撮影、岩手県北上市） 
図 1-16 水木しげるロード（2012年 9月 9日撮影、鳥取県境港市） 
図 1-17 『朝霧の巫女』の作中に登場する商店の前で解説するプロジェクトのメンバー（2012 年 8 月
26日撮影、広島県三次市） 
図 1-18 夜会（2011年 8月 29日撮影、大分県臼杵市） 
図 1-19 『四谷雑談集』の目的地となったお岩稲荷（2013年 11月 14日撮影、東京都新宿区） 
図 1-20 『四家の怪談』の舞台の一つとなった四家の交差点（2013年 11月 20日撮影、東京都足立区） 
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図 2-1 鵺塚（兵庫県芦屋市） 
図 2-2 《大森彦七屏風》（部分） 出典：美濃部重克、美濃部智子『酒呑童子絵を読む まつろわぬもの
の時空』三弥生書店、2009年 
図 2-3 「以津真天」鳥山石燕『今昔画図続百鬼』1779年 
図 2-4 海北友雪「頼政怪獣退治図」1635（寛永 12）年、清水寺蔵 出典：土居次義『絵馬―清水寺―』
清水寺、1981年 
図 2—5 後藤顕乗「鵼退治図小柄」寛永 13（1636）年、根津美術館蔵 画像提供：根津美術館 




図 2-7 『扁額軌範』二編巻之上、文政 4（1821）年 
図 2-8 「源頼政鵺退治」1700 年 北野天満宮（京都府京都市）蔵 出典：京都市文化観光局文化財保
護課（編集発行）『京都の絵馬』1979年 
図 2-9 「鵺退治図」正徳甲午（1714）年、愛宕神社（岩手県江刺市）蔵  
図 2-10 「源頼政鵺退治図絵馬」1724（享保 9）年、愛宕神社（宮城県仙台市）蔵 画像提供：仙台市教
育委員会 
図 2-11 「鵺退治図」1733（享保 18）年、江島若宮八幡神社（三重県鈴鹿市）蔵 出典：立見賢司（編）
『江島若宮八幡神社「絵馬群」』2003年 
図 2-12 高嵩谷「鵺退治」1787（天明 7）年、浅草寺（東京都台東区）蔵 出典：金龍山浅草寺『金龍
山 浅草寺 絵馬図録』1978年 
図 2-13 芍薬亭長根（作）、葛飾北斎（画）『國文字鵺物語』1808（文化 5）年 出典：『京都大学蔵大惣
本稀書集成 第四巻』臨川書店、1995年 
図 2-14 『東京パック』9巻 6号、東京パック社、1913年 2月発行、国立国会図書館蔵 
図 2-15 『古今百物語評判』巻四、貞享 3（1686）年 6月 
図 2-16 鳥山石燕『今昔画図続百鬼』1779年 
図 2-17 「鵺退治」舞台写真、『演藝畫報』第 20巻第 3号、1926年 3月、演藝畫報社 
図 2-18 鵺伝承分布図 筆者作成 
図 2-19 戦前の京都の絵葉書 筆者蔵 
図 2-20 都記（寛永平安町古図） 
図 2-21 神明神社に奉納された矢じり 筆者撮影 
図 2-22 現在の鵺池の様子 筆者撮影 
図 2-23 ぬえ塚 筆者撮影 
図 2-24 宝塚大歌劇星組 舞踊劇 舞台写真（第３場）「うつぼ舟（ぬえ塚物語）」1956年 9月 出典：『宝
塚グラフ』10月号（通巻 113号）、1956年 
図 2-25 鵺塚まつり（2012年 8月 24日撮影、大阪府大阪市都島区） 
図 2-26 鵺ばらい祭り（2012年 1月 28日撮影、静岡県伊豆の国市） 
図 2-27 日本交通公社広告『読売新聞』 1966年 6月 19日朝刊 
図 2-28 伊豆長岡温泉入口看板（2013年 7月 1日撮影、静岡県伊豆の国市） 
図 2-29 鵺ばらい祭り（1970年 1月 28日）伊豆長岡町役場（編集発行）『町報伊豆長岡』第 81号、1970
年 2月 20日 
図 2-30 鵺ばらい祭り（1979 年 1 月 28 日）伊豆長岡町役場（編集発行）『広報伊豆長岡』第 173 号、
1979年 2月 15日 
図 2-31 鵺の再創造モデル 筆者作成 
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図 3-1 大歩危遠景 筆者撮影 
図 3-2 コナキジジの伝承が残るアザミ峠（徳島県三好市山城町） 筆者撮影 
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図 3-3 街道沿いに設置された一つ目入道の像（徳島県三好市山城町） 筆者撮影 
図 3-4 妖怪まつりの様子（2012年 11月 25日撮影、徳島県三好市山城町） 筆者撮影 
図 3-5 妖怪屋敷の展示風景 筆者撮影 
図 3-6 妖怪屋敷と石の博物館平面図 筆者作成 





図 3-10 妖怪まつりで担がれるお神輿 筆者撮影 
図 3-11 伝承者が描く「こなきじじい」 
図 3-12 山爺の里の案内板 筆者撮影 
図 3-13 山伏を祀るヒジリゴウサン 筆者撮影 
図 3-14 ミサキ神社 筆者撮影 
図 3-15 山ヂチの着ぐるみ 筆者撮影 
図 3-16 山城町における妖怪文化の活用モデル 筆者作成 
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図 4-1 竜骨碑（2013年 2月 9日撮影、群馬県富岡市） 
図 4-2 妖怪伝承の創造モデル 筆者作成 
図 4-3 八日市不思議マップ 
図 4-4 ガオが来るぞ！大作戦（2013年 2月 3日撮影、滋賀県東近江市） 
図 4—5 ガオのお札 
図 4-6 金ケ崎表小路の景観（2012年 6月 8日撮影、岩手県胆沢郡金ケ崎町） 
図 4-7 不思議所案内図 
図 4-8 幽霊・化け物・妖怪画展（2012年 8月 18日撮影、「大松沢家住宅」における展示風景） 
図 4-9 幽霊・化け物・妖怪画展（2012年 8月 17日撮影、「旧坂本家住宅」における展示風景） 
図 4-10 《黒沢の早朝お化け 悪羽妖》2010年 
図 4-11 《鬼石首の爪》2013年 
図 4-12 大成哲雄、竹内美紀子《上鰕池名画館》2009年 
図 4-13 墨東地区の路地園芸の例 
図 4-14 サントピア通り deワシントン祭り（2012年 5月 27日撮影、茨城県水戸市） 
図 4-15 首切り地蔵（2012年 8月 27日撮影、荒川区南千住） 
図 4-16 『江戸名所図会』1836（天保 7）年 
図 4-17 「天保改正御江戸大絵図」（部分）、1843（天保 14）年 
図 4-18 「早わかり番地入東京市全図」（部分）、1921 (大正 10)年 
図 4-19 レクチャーの様子（2013年 5月 18日） 
図 4-20 まち歩きの様子（2013年 6月 22日） 
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図 4-21 隅田川神社の赤いイカリ（2013年 3月 20日、東京都墨田区） 
図 4-22 参加者 Eのワークシート 
図 4-23 『江戸名所図会』1836（天保 7）年 
図 4-24 物語創作型の活用モデル 
 
結章 
図 5-1 妖怪文化の現代的活用モデル 筆者作成 
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表 1-1 定山渓かっぱ祭りの変遷 
表 1-2 岩手県遠野市における文化によるまちづくりの動向 
表 1-3 ミニ独立国の建国状況 
表 1-4 全国のかっぱ村 
表 1-5 「ふるさと創生事業」における 1億円の使途に関する調査 出典：地方自治制度研究会（編）『地
方自治』519号、ぎょうせい、1991年 2月、18-19頁。 
表 1-6 鳥取県境港市における妖怪文化を活用したまちづくりの動向 
表 1-7 実施主体と活用形態による妖怪文化の現代的活用の分類 
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表 2-1 鵺出現年表 出典：藤沢衛彦『図説日本民俗学全集第四巻 民間信仰・妖怪編』あかね書房、1960
年 
表 2-2 鵺の表象の諸本比較 出典：中野貢「源三位頼政《鵺退治》と郎従・猪早太考―三ケ日町の伝説
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表 2-6 上記の妖怪に関する情報源を問う質問項目に対する回答結果（選択肢式） 
表 2-7 鵺について知っていることやその情報源に関する回答結果 
 
第３章 
表 3-1 妖怪図鑑における「こなきじじい」の掲載状況 
表 3-2 石の博物館・妖怪屋敷入館者数の推移 
表 3-3 知っている妖怪の名前を挙げる質問項目に対する回答結果 
表 3-4 小学校の周りにいる妖怪の名前を挙げる質問項目に対する回答結果 
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表 4-1 ほない会による「ガオ」「ヨナイボ」に関するアンケート結果（n＝142） 
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表 4-2 鶴見俊輔『限界芸術論』における「芸術の体系」 
表 4-3 芸術分類と社会的公的投資の関係（加藤種男 1999.12、配布資料より） 出典：小暮宣雄「「限
界芸術」領域におけるアーツマネジメント理論の構築とその実践」日本アートマネジメント学会編集委
員会（編）『アートマネジメント研究』第 8号、美術出版社、2007年、55頁 
表 4-4 アートプロジェクトと妖怪伝承の比較 
表 4-5 千住七不思議 
表 4-6 各回の活動概要 
表 4-7 プロジェクトの中で妖怪の発想源になっている場所 
















































































































・遠野市『’92 世界民話博 IN遠野報告書』1992年 






・遠野物語ファンタジー制作委員会（編集発行）『市民の舞台 遠野物語ファンタジー 感動の 30年』2005
年 






・日本民俗研究大系編集委員会『日本民俗研究大系 第 8巻心意伝承』国學院大學、1988年 
・布山裕一『温泉観光の実証的研究』御茶の水書房、2009年 









































・Edward Relph, Place  And Placelessness, 1990（邦訳：高野岳彦、阿部隆、石山美也子『場所の現
象学』筑摩書房、1999年 














・『演藝畫報』第 20巻第 3号、演藝畫報社、1926年 3月 






・『月刊社会教育』第 243号、国土社、1977年 11月 
・『月刊社会教育』第 285号、国土社、1981年 1月 
・『週刊少年マガジン』第 8巻第 11号（1966年 3月 20日発行）、講談社 
・『週刊少年マガジン』第 8巻第 15号（1966年 4月 17日発行）、講談社 
・『伝統と現代』第 13巻第 1号、伝統と現代社、1982年 




















































・伊豆長岡町役場広報室『町報伊豆長岡』第 37号、1966年 2月 20日 
・伊豆長岡町役場広報室『町報伊豆長岡』第 69号、1969年 2月 20日 
・伊豆長岡町役場広報室『町報伊豆長岡』第 81号、1970年 2月 20日 
・伊豆長岡町役場広報室『町報伊豆長岡』第 99号、1972年 2月 25日 
・伊豆長岡町役場『広報伊豆長岡』第 137号、1976年 2月 25日 
・伊豆長岡町役場『広報伊豆長岡』第 173号、1979年 2月 15日 
・伊豆長岡町役場『広報伊豆長岡』第 209号、1982年 2月 15日 
・伊豆長岡町役場『広報いずながおか』第 329号、1992年 2月 
・鳥取県境港市役所『市報さかいみなと』687号、1988年 5月 6日 


























































































1962 昭和37 史跡鵺塚顕彰會結成（大阪府大阪市都島区）カッパ祭り復活（岐阜県揖斐川町） 全国総合開発計画 北上みちのく芸能まつり開始（岩手県北上市）
1963 昭和38 観光基本法施行 10月、NHKで『新日本紀行』放送開始（～1982年3月）







1968 昭和43 1月、テレビアニメ「ゲゲゲの鬼太郎」（第一シリーズ）放送開始（～1969年3月） 「妻籠を愛する会」設立







































1979 昭和54 三次市歴史民俗資料館開館（広島県三次市） 一村一品運動（大分県）八王子いちょう祭り開始（八王子）
1980 昭和55 遠野市立図書館博物館開館（岩手県遠野市） 4月、三州足助屋敷開館（）平野の町づくりを考える会結成（大阪府平野区）
































































































































































































































寺院名 作者 奉納者 奉納年／制作年 干支 寸法 所在地 備考
清水寺 海北友雪 寛永12（1635）年 乙亥 京都府京都市東山区清水
北野天満宮 元禄13（1700）年 庚辰 110＊160 京都市上京区馬喰町
愛宕神社 正徳4（1714）年 甲午 120＊150 岩手県奥州市江刺区愛宕字下川原
愛宕神社 伊達吉村 享保9（1724）年 甲辰 宮城県仙台市太白区向山 仙台市指定文化財
江島若宮八幡神社 天満屋三郎太夫 享保18（1733）年 癸丑 32.5＊57.0 三重県鈴鹿市江島町 三重県指定文化財
岩蔵寺 田中屋敷 宝暦10（1760）年 庚辰 70＊70 宮城県岩沼市志賀字薬師
峰定寺 前川雪旦 安永5（1776）年 丙申 78＊84 京都府京都市左京区花背原地町
浅草寺 高嵩谷 天明7（1787）年 丁未 265＊352 東京都台東区浅草 国指定重要美術品（昭和9年）
臨済宗金剛山庚申寺 沢木其柳 文化11（1814）年 甲戌 静岡県浜松市浜北区宮口
警固神社 斎藤秋圃 文化12年 甲亥 160.5*253.5 福岡県福岡市中央区天神
春日神社 鳥居清忠 文化12（1815）年 甲亥 千葉市長柄町
長谷寺（ちょうこくじ） 南月 天保3（1832）年 壬辰 81.6＊154.0 滋賀県高島町音羽
大己貴神社 五嶺 天保4（1833）年 癸巳 70*97 福岡県三輪町弥永
観音堂 天保4（1833）年 癸巳 岩手県大船渡市
池田八幡神社 天保9（1838）年 戊戌
諏訪神社 天保10（1839）年 己亥 178＊106 福岡県福津市本町
真言宗智山派徳祥寺 天保13（1842）年 壬寅 埼玉県戸田市美女木
内門観音堂 雀斎 山崎□ 弘化5（1848）年 戊申 135*180 宮城県大郷町山崎
二本松神社 丹羽長富 嘉永4（1851）年 辛亥 150*254 福島県二本松市本町 二本松市指定文化財（昭和55年）
阿蘇神社 [賀]檐 安政2（1855）年 乙卯 89.5*116.7 福岡県福岡市城南区片江
須留田八幡宮 絵金 文久元（1861）年 辛酉 67.7*111.7 高知県香南市赤岡町
天満宮 文久元（1861）年 辛酉 114.5*177 福岡県久留米市安武
安禅寺不動堂 慶応4（1868）年 戊辰 48.2*69.3 茨城県総和町磯部
雲南神社 當村／昌□□ 明治2（1869）年 己巳 40*60 宮城県中田町浅水
出世稲荷神社 明治3（1870）年 庚午 42*53 東京都練馬区旭町
老松宮 富安友記 明治5（1872）年 壬申 100*153 福岡県久留米市山本
長淵日吉神社 井上 明治12（1879）年 己卯 150*180 福岡県朝倉町長淵
天満宮 菊池南嶺 明治13（1880）年 庚辰 101*133 福岡県吉井町富水
鹿島神社 晴岸 當村／高橋□□ 明治14（1881）年 辛巳 65*100 宮城県大郷町上野
氷川神社 明治21（1888）年 戊子 49*59 東京都練馬区高野台
毘沙門堂 東多賀村／遠藤清五郎明治23（1890）年 庚寅 26.5*35 宮城県名取市杉ケ袋字前沖
大亀神社 泉寅松 大亀／泉寅松 明治28（1895）年 乙未 44*71.5 宮城県冨谷町大亀字和合田
山神社 明治30（1897）年 丁酉 108.6*85.9 福岡県福岡市早良区曲渕
龗（うがみ）神社 明治32（1899）年 己亥 125*103 福岡県福津市福間南
亀王天満宮 南嶺 明治35（1902）年 壬寅 90*132 福岡県田主丸町亀王
熊野神社 勇斎 鈴木早苗、他6名 大正7（1918）年 戊午 120*150 宮城県大郷町山崎
虚空蔵菩薩 大正9（1920）年 庚申 38*50 福岡県北大渕
八幡神社 鈴木 三ケ内／安海辰次郎 大正9（1920）年 庚申 45*60 宮城県大和町落合字三ケ内
万蔵稲荷神社 松陽露岳 福島県／一心講 大正12（1923）年 癸亥 110*200 宮城県白石市小原字馬頭山
八幡宮 吉村百耕 昭和7（1932）年 壬申 93.3*132.8 福岡県福岡市中央区平尾
東光寺 香雲、平山総庄司勝治、勝郎 昭和34（1959）年 己亥 75*116 宮城県名取市下増田字丁地
成田山新勝寺 藤倉暲 昭和時代 31*31
宇津神社 広島県呉市豊町


































































学 年 □ 中学 1年生    □ 中学 2年生    □ 中学 3年生 
性 別 □ 女性       □ 男性 





質問 1 「妖怪（ようかい）」に興味がありますか。該当するもの 1つに○をつけてください。 
 
 １ 興味がある 
 ２ どちらかというと興味がある 
 ３ どちらかというと興味はない 
 ４ 興味はない 
 
 
質問 2 「妖怪」についてどのように思いますか。該当するもの全てに○をつけてください。 
 
 １  こわい 
 ２  気持ち悪い 
 ３  かわいい 
 ４  わからない 
 ５  きたない 
 ６  危ない 
 ７  かっこいい 
 ８  美しい 
 ９  古い 
 １０ 暗い 
 １１ いない 
 １２ やわらかい 
 １３ くさい 
 １４ 強い 
 １５ 冷たい 
 １６ やさしい 
 １７ 明るい 
 １８ 弱い 
 １９ つまらない 
 ２０ おもしろい 
 ２１ 醜い（みにくい） 
 ２３ なつかしい 
 ２４ その他（→どのように思うかを書いてください               ） 
 
 
質問 2-2  上で選んだ選択肢の中で、最もよく当てはまるものを一つ選んでその数字を書い
てください。 
                                 回答      
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質問 3-2  上に挙げた妖怪の中で、いちばん妖怪らしいと思うのはどれですか。一つ選んで
回答してください。 
 
                      回答                  
 
























   →それは、いつ頃の体験でしたか（□に✓を入れてください） 
     □中学校時代  □小学校時代  □小学生に入る前 
 
２ 地域での行事・イベントや活動を通して知った 




□おじいさん・おばあさん   □親   □兄弟姉妹   □近所の人  
 
□友だち   □学校の先生   □誰から聞いたかは覚えていない 
 




□地域に関する本   □ものがたり（小説）  □美術の本   □絵本 
 
□図鑑   □マンガ   □雑誌   □新聞  
 




□映画   □テレビ（アニメ含む）  □ラジオ   □インターネット 
 






 １ 知っている →質問 5-2に進んでください。 
 ２ 知らない  →ページをめくって質問 6に進んでください。 
 






















































質問 6  鵺（ぬえ）ばらい祭りを知っていますか。 
   
  １ 知っている →質問 7に進んでください。 
  ２ 知らない  →質問は以上です。 
 
質問 7 鵺（ぬえ）ばらい祭りに参加したことはありますか。 
 
  １ 参加したことがある 
  ２ 参加したことはないが、見たことはある 
  ３ 参加したことも、見たこともない 
 
質問 8 鵺（ぬえ）は「妖怪」だと思いますか。 
 
  １ 思う         ２ 思わない 
 









質問 10 鵺（ぬえ）ばらい祭りは、これからも伊豆長岡で続けていくべきだと思いますか。 
 
  １ 思う         ２ 思わない 
 







































1 2 3 4 計
1 こわい 2 11 3 1 17
2 気持ち悪い 1 4 4 1 10
3 かわいい 2 2
4 わからない 8 4 1 13
5 きたない 1 1 3 5
6 危ない 1 8 3 12
7 かっこいい 2 1 3
8 美しい
9 古い 1 5 4 10
10 暗い 1 7 3 2 13
11 いない 3 2 1 6
12 やわらかい
13 くさい 1 1 2
14 強い 3 3 1 7
15 冷たい 2 4 1 7
16 やさしい 1 1 2
17 明るい 1 1
18 弱い 1 1 2
19 つまらない 2 1 3
20 おもしろい 1 3 4
21 醜い 1 2 2 1 6
22 なつかしい





1 2 3 4 計
1 こわい 2 4 1 7
2 気持ち悪い 1 2 1 4
3 かわいい 0
4 わからない 1 2 1 4
5 きたない 0
6 危ない 1 1 2
7 かっこいい 1 1
8 美しい
9 古い 1 1
10 暗い 1 1
11 いない 1 1
12 やわらかい
13 くさい 0











21 醜い 1 1
22 なつかしい


























きたろう 5 1 なんとなく
ねこむすめ 3
すなかけばばあ 7 1 気持ち悪そうだから
妖怪人間ベム 1
ちょうちんおばけ 1 1 最後に「おばけ」ってつくから、古い昔話に出てきそうだから
ゾンビ 2


































































































































































































1 2 3 4 計
1 こわい 2 3 3 3 11
2 気持ち悪い 3 1 4 6 14
3 かわいい 1 1 1 3
4 わからない 2 2 1 2 7
5 きたない 4 3 4 11
6 危ない 4 1 2 2 9
7 かっこいい 1 1 1 3
8 美しい 1 1 2
9 古い 2 3 5 10
10 暗い 4 2 2 2 10
11 いない 1 2 6 9
12 やわらかい 1 1
13 くさい 3 1 2 3 9
14 強い 3 1 3 7
15 冷たい 1 2 3 6
16 やさしい 1 1
17 明るい 1 1
18 弱い 2 1 2 1 6
19 つまらない 1 2 1 3 7
20 おもしろい 4 2 6
21 醜い 2 1 4 7
22 なつかしい 2 2






1 2 3 4 計
1 こわい 1 3 2 6
2 気持ち悪い 3 1 4
3 かわいい 0
4 わからない 2 2
5 きたない 1 1
6 危ない 0
7 かっこいい 0
8 美しい 1 1 2
9 古い 1 1
10 暗い 1 1 2
11 いない 4 4
12 やわらかい
13 くさい 1 1
14 強い 1 1










21 醜い 1 1
22 なつかしい 1 1











いったんもめん 9 1 いったんもめんは人間がなることはできないから
見た目
わるそうだから／つよそうだから























のっぺらぼう 4 1 なんとなく
さだこ 1
1
すきま男 1 1 みどり色ですきまからいつものぞいているから。
めだまおやじ 14 4 目玉だけだから。きもい目玉しかないからなんとなく















































































































































































































1 2 3 4 計
1 こわい 3 6 6 4 19
2 気持ち悪い 3 5 5 5 18
3 かわいい 4 2 1 7
4 わからない 3 4 4 5 16
5 きたない 1 1 1 3 6
6 危ない 3 3 3 1 10
7 かっこいい 6 1 1 8
8 美しい 3 2 5
9 古い 3 5 2 5 15
10 暗い 5 5 4 2 16
11 いない 1 2 3 5 11
12 やわらかい 1 1 2
13 くさい 1 1 3 4 9
14 強い 5 2 4 1 12
15 冷たい 2 2 1 5
16 やさしい 2 1 3
17 明るい 2 2
18 弱い 1 1
19 つまらない 1 4 5
20 おもしろい 7 1 2 10
21 醜い 2 2 3 3 10
22 なつかしい 3 3







1 2 3 4 計
1 こわい 1 3 1 2 7
2 気持ち悪い 1 1 2 2 6
3 かわいい 1 1
4 わからない 2 2 4
5 きたない 1 1
6 危ない 1 1
7 かっこいい 1 1
8 美しい 0
9 古い 1 1
10 暗い 1 1





16 やさしい 1 1
17 明るい 0
18 弱い 0





20 おもしろい 3 3
21 醜い 0


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































はい 9 12 1 1 10 2 6 2 4 9 12 1 8 1 7 3 3 3 3 3 1 1 5 2 1 1 2 9 122
いいえ 1 1 1 5 1 3 12


































































































































はい 2 4 1 2 4 1 1 2 1 18
いいえ 7 10 1 6 3 4 1 4 5 12 9 1 3 3 2 2 3 2 1 6 1 1 1 8 96

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































No 妖怪の名前 大分類 中分類 具体的な地点名 特徴 実施日



















4 万頭喰らい 道 道 汐入地区 お地蔵様のお供えをいつの間にか食べる妖怪 2012年12月8日





































































































15 コツコツ 道 路地 路地 歩いていると前からコツコツという音がする。 2012年10月27日


























































































































































































駅・電車 駅 三ノ輪橋駅 電車がぶつかってきそうでいつもおびえている 2012年11月11日
































































































































































































































































































67 マンマル 暮らし 巨大構造物 ガスホルダー 2012年12月8日




























































































































































































































































































































































































































































110 跡地 跡地 弁天湯跡 のれん浮かんで涙でぬれる 2012年11月11日


















































































122 みずあげようかい 無分類 無分類 2012年11月11日
123 じょうろすぴん 無分類 無分類 2012年11月11日






125 ちょうちん炎火 無分類 無分類 2012年11月11日
126 バケツけむり 無分類 無分類 2012年11月11日
127 デロンデロン 無分類 無分類 2012年11月11日
